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編・集・後・記

《10月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,354人
　3,723人
　7,077人
　3,533世帯

（－ 8）
（－11）
（－19）
（－ 4）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
９
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日
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深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）
　佐渡は自分にとって近くて遠い島でしたが、今年５月、２泊３日で、ついに自転車で島一周して来ましたヨ。  
友人が好きな作家、椎名誠。本の中に出てくる「粟島」も新潟県にありました。    
やはり海を越えた先にある島は漢のロマンです。もう20年前の昔話。日程の調整もつき、いよいよ友人と夢の粟島へ。
　新潟到着の午後、キャンプ道具だけ担ぎ、フェリーで粟島に上陸した記憶を追いつつ、思い出しながら原稿を書いてい
ます。上陸して間もなく元気なおじさんに「どこから来た？」と声を掛けられ、夕日が見える温泉があるからと言われ、
軽トラの荷台に荷物毎乗せてもらい、その温泉から夕陽をじっくり見た記憶があります。    
　お風呂上りは徒歩でキャンプ地を目指し、途中の商店で食料を調達した記憶を思い出しました。その日の夜は、お酒も
軽めにテント泊の記憶も。翌日早朝、昼飯用食材が悪くならないよう、近くに流れていた清水の落ち込みを冷蔵庫代わり
に、拾ったプラバケツへ食材とビールを入れ、冷水が流れ込むだけの僅かな隙間を開け、フタが落ちないよう石で厳重に
重石をしてから、島の全貌を見るべく徒歩で一周した記憶が。    
　天気も良く気持ちのよいウォーキング、下り坂で見た竹林は圧巻だった記憶も。でもねぇ、でも。
ここまでの記憶は全てぼんやりだけど、ここからの記憶は風景まではっきりと覚えているんだ！    
昼に戻ると、プラバケツ冷蔵庫の様子が激変。昼食のＢＢＱ用にとっておいた肉が入っていた白い食品トレーが、穴だら
けに変わり果て散乱、そして消えた食材の数々。確かに重石を乗っけて出発したのだ！    
だが無残にも、そこにはただプカプカと「くちばし」では取れないであろう缶ビールだけが浮いていたんだよ。ただプカ
プカと。    
　島には沢山の思い出があるが、綺麗サッパリ昼飯が消えた島、粟島。食い物の恨みは恐ろしいを実感した島、粟島。
昨日は暗闇で気づかなかったがテントの真横に、実はドでかいスズメバチの巣もあった粟島。でも、でもね、それも含め
て全て楽しかった粟島。夢だった島に渡ったと言う事実と記憶が今、頭の中にある事が素晴らしいのだ。   
　写真は佐渡。島内には千畳敷と深浦があるんです。1周約210キロの外周はサイクリスト憧れの地でもあります。

12月生まれのお子さんの写真を
募集します！
12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！

12月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和５年12月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号、⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は11月22日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
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